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広報

今月号の主な内容
◎平成 26 年　第２回由良町議会定例会
◎熱中症を予防して元気な夏を過ごしましょう !!　
◎平成 26 年度　地籍調査事業の実施について　ほか
◎児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届の受付けが始まります　ほか
◎平成 26 年度「和歌山どんまいプログラム」参加者募集のご案内　ほか
◎木造住宅の耐震診断を無料で実施します！　ほか
◎文芸コーナー
◎国民年金の任意加入未納期間が受給資格期間に算入されます　ほか
◎由良町 7 月カレンダー
◎第 25 回 元気ゆら！  ふるさとフェスティバル　ほか

第 25 回 元気ゆら！  ふるさとフェスティバル
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平成２６年　第２回由良町議会定例会

※由良町税条例等の一部を改正する条例について
※由良町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例について
※由良町老人医療給付条例の一部を改正する条例

について
※由良町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給

に関する条例の一部を改正する条例について
※平成 25 年度由良町一般会計補正予算 ( 第５号 )

について
※平成 25 年度由良町公共下水道事業特別会計補

正予算 ( 第４号 ) について
※平成 25 年度由良町漁業集落環境整備事業特別

会計補正予算 ( 第４号 ) について

※繰越明許費繰越計算書（由良町一般会計予算）
について

※繰越明許費繰越計算書（由良町公共下水道事業
特別会計予算）について

※繰越明許費繰越計算書（由良町漁業集落環境整
備事業特別会計予算）について

※建設改良費繰越計算書（由良町水道事業会計予
算）について

※平成 26 年度由良町一般会計補正予算 ( 第１号 )

平成 26 年第２回定例会が６月 10 日から６月 17 日までの８日間の会期で行われました。
この議会では、専決処分等報告 11 件及び一般会計補正予算の１議案が慎重な審議の結果、それぞ

れ承認、可決されました。

平成２６年度　由良町一般会計補正予算(第１号)

項目 補正額 主な内容
町 税 ５，０００ 固定資産税
分担金及び負担金 ３００ 小規模土地改良事業分担金
県 支 出 金 ２，３００ 小規模土地改良事業費補助金
諸 収 入 ２，１００ 和歌山県市町村振興協会交付金
合 計 ９，７００

項目 補正額 主な内容
総 務 費 ９００ 公課費

農林水産業費 ８，８００
住民参加型直営施工事業委託料　　４，２００
測量調査設計業務委託料　　　　　３，３００
小規模土地改良工事　　　　　　　１，３００

合 計 ９，７００

歳　入 （単位：千円）

歳　出 （単位：千円）

専決処分（報告）

補正予算
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詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。

熱中症を予防して元気な夏を過ごしましょう !!

早くも熱中症による死亡や救急搬送の報告がされています。様々な所で、熱中症予防の注意喚起
がされていますが、気温が高くなるこれからの時期に備え、もう一度熱中症を知ってしっかり予防し、
元気な夏を過ごしましょう。

＊熱中症に、特に注意が必要な人は？
右図は、消防庁が、平成 22 年から平成 25 年の夏季（6

～ 9 月）における熱中症による救急搬送の全国調査を実施
した結果を示しています。年代別でみると、高齢者が約５
割、乳幼児と少年が約 1 割を占めています。体温調節機能
が発達していない子どもや、体温を下げるための反応が弱
く自覚症状を感じにくい高齢者は、特に注意しましょう。

＊熱中症とは？
室温や気温が高い中で、長く過ごすことで、徐々に体内の水分や塩分 ( ナトリウム ) などのバラ

ンスが崩れ、体温の調節機能が働かなくなり、体内に熱がこもった状態で、体温上昇、めまい、体
のだるさ、ひどいときにはけいれんや意識の異常など、様々な障害を起こす症状のことです。

家の中でじっとしていても室温や湿度が高いために、体から熱が逃げにくく熱中症になる場合も
あるので注意が必要です。

＊熱中症予防のポイント！
・部屋の温度をこまめにチェックしましょう。
  ( ふだん過ごす部屋には、温度計を置くことをお勧めします。)
・室温 28℃を超えないように、エアコンや扇風機を上手に使いましょう。
・のどが渇かなくても、こまめに水分補給しましょう。
・外出の際は、体をしめつけない涼しい服装で、日よけ対策も行いましょう。
・無理をせず、適度に休憩をとりましょう。
・日ごろから栄養バランスの良い食事と体力づくりを心がけましょう。

成人

（18 歳以上 65 歳未満）

40.4%

乳幼児

0.9%

搬送人員計：207,018 人

少年

（7 歳以上 18 歳未満）

12.7%

高齢者

（65 歳以上）

46.1%

＊症状と対処方法

症　　　　状 対　　処 医療機関への受診

涼しい場所へ移動安
静・水分補給

症状が改善すれば受
診の必要なし

口から飲めない場合
や症状の改善がみら
れない場合は受診が
必要

涼しい場所へ移動安
静・体が熱ければ保
冷材などで冷やす

た め ら う こ と な く　
救急車を要請

めまい・立ちくらみ・こ
むら返り・手足のしびれ

頭痛・吐き気・体がだるい・
体に力が入らない・集中
力や判断力の低下

呼びかけに対して反応が
おかしい、会話がおかし
いなどの意識障害・けい
れん・いつもどおりに歩
けないなどの運動障害

涼しい場所へ移動安
静・体を冷やす・十
分な水分と塩分の補
給

軽

重
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平成 26 年度地籍調査事業は、畑地区の山間部を実施する予定です。
地籍調査の目的は、土地の権利のもととなっている法務局の土地台帳や地図が現況と合わない所

が多く、これらを解消するため、一筆一筆の土地の所在、地番、地目、地積、境界等を再確認し、
新しく正確な地籍図と地籍簿を作成することです。

地籍調査事業による成果は、正確な面積、正しい地目、復元が可能な境界等により土地の所有権
を明確にし、その結果、将来の境界紛争の解消、公共事業の円滑化、土地行政の効率化など多くの
効果が期待されます。

また、事業の経費は、国、県及び町で負担するため個人の負担はありませんが、土地所有者の皆
さまは、所有地の地番、地目、位置、所有者名等の確認、隣地との境界確認、調査当日の立会と杭
の設置、調査終了後の地籍簿、地籍図の確認等にご協力をお願いします。

なお、隣地との境界が確定しなかった場合は、「筆界未定」という処理になり、後日、所有権移転
や分筆等の必要が生じた時には、個人の費用で測量等の手続きをすることになりますのでご注意く
ださい。

上記の予定で地籍調査を実施しますので、土地所有者の皆様には、地区説明会への参加、現地調
査時の立会等にご協力をお願いします。

なお、詳しい日程が決まり次第、直接ご案内させていただきますので、必ず内容のご確認をお願
いします。

詳しいことについては、産業建設課（ＴＥＬ６５－１２０３）までお問い合わせください。

平成 26年度　地籍調査事業の実施について

（大字 畑）
由良坂（49 筆）・雨司（229 筆）・新坂（127 筆）

計 ３小字　　405 筆　　調査予定面積 1.14k㎡

調査実施小字と筆数

Ⅰ．地区説明会　　　　　平成 26 年９月上旬
Ⅱ．一筆地調査開始　　　平成 26 年９月中旬
Ⅲ．一筆地調査終了　　　平成 26 年 11 月
Ⅳ．一筆地の測量　　　　平成 26 年 12 月～平成 27 年３月
Ⅴ．成果の閲覧　　　　　平成 27 年７月～８月

調査予定

町税の納期限 固定資産税　　　　　第 2期 7 月 31日 ( 木 )国民健康保険税　　　第 2期

詳しいことについては、税務課（ＴＥＬ６５－１８０２）までお問い合わせください。
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　　８月は児童扶養手当、特別児童扶養手当の現況届の提出月です。
　　現在これらを受給されている方には、７月下旬に現況届の案内と関係書類をお送りします。

　児童扶養手当の受給者の方
　　　　　　　・・・８月１日から８月 29 日まで
　特別児童扶養手当の受給者の方
　　　　　　　・・・８月 11 日から９月 10 日まで

　　住民福祉課へ届出をしましょう。

児童扶養手当・特別児童扶養手当の現況届の受付けが始まります !!

　後期高齢者医療制度の被保険者証の色が
「うすいオレンジ色」から『うすい緑色』に変わります !!

平成 26 年７月 31 日の有効期限満了に伴い被保険者証（以下、「保険証」という。）を更新します。　　
新しい保険証は『うすい緑色』です。７月上旬から順次（簡易書留）郵便にて郵送する予定となっ

ております。

今回お届けする『うすい緑色』の保険証は７月１日から使用できます。

新しい保険証が届くまでは、現在お持ちの保険証「うすいオレンジ色」をご使用ください。
（「うすいオレンジ色」の保険証は、平成 26 年８月１日以降使用できません。）

○　現在お持ちの保険証「うすいオレンジ色」について
新しい保険証『うすい緑色』がお手元に届き次第、「うすいオレンジ色」の保険証は、ご

自分で細かく裁断していただくなどして、住所、氏名などが他人に知られないよう十分ご注
意の上、処分してください。

※平成 26 年度住民税の課税所得により、一部負担金の割合が変更に
なっている場合があります。（住民税の課税所得が 145 万円以上の被保
険者のいる世帯の方は、一部負担金の割合が３割となります。）
（例）

今まで１割だった方が３割負担に変更となる場合
「３割（平成 26 年７月 31 日までは１割）」と表示されます。

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）までお問い合わせください。



6

平成２6年 7月１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報ゆら

平成26年度「和歌山どんまいプログラム」参加者募集のご案内

今年も、コミュニケーションや感情調整が困難な中学生、高校生を対象に、グループワーク（ど
んまいず）を開催することになりました。

人との関係づくりが苦手な方のなかには、うまくいかない状況、解決できない困難を不安やスト
レスとしてためこむことがあります。時には感情を爆発させ、年齢にそぐわない行動をとることも
あります。成人になった時、自己肯定感を持って、社会で自立していくためには、成人期に向かう
前に様々な力を身に付けておくことが必要です。

今回も、和歌山県発達障害者支援センターポラリス（敬称略）が作成、実施した「感情表現プロ
グラム」をもとに、参加者に合わせたグループワークを実施していきます。

プログラムでは自分が振り返りながら、感情を爆発させずにコントロールする方法や、ストレス
を解消する方法を知っていただきます。また、保護者の方にも参加していただき、保護者同士の交
流の場、相談できる場にしていきたいと考えています。

この機会に、コミュニケーションや感情調整に困難を持たれる方、学校生活に適応しづらくなっ
ている方と保護者のみなさんにご活用いただけますよう、ご案内させていただきます。

夏の子どもをまもる運動期間 !!

詳しいことについては、和歌山県福祉事業団　由良あかつき園　（ＴＥＬ６５－１２３０）まで
お問い合わせください。

対　象 中学生か高校生で、このプログラムに親子で参加いただける方

定　員 7 組程度

期　間
平成 26 年 9 月～平成 27 年 2 月の間
毎第 2・第 4 日曜日　午前 10 時～正午

費　用
1 回約 900 円のご負担（利用料の 1 割負担）が必要となります。

「どんまいず」は、放課後等デイサービス事業で実施します。

会　場 児童デイサービスどりーむ（由良町吹井 130 番地）

７月１日から８月 31 日は夏の子どもをまもる運動期間です。
　未来を担う青少年が夢と希望を持ち続け、心身ともに健やかに、たくましく
成長していくことは、みんなの願いです。

特に夏場は、子どもの活動時間と範囲が広がるため、青少年の非行防止・健
全育成、水の事故や交通事故等の防止を図り地域ぐるみで子どもを守り育てましょう。

「みんな　そろって　すこやかに」

詳しいことについては、教育課（ＴＥＬ６５－１８００）までお問い合わせください。
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　町では、昭和 56 年５月 31 日以前に着工された延べ面積 200㎡以下の木造
住宅に「無料」で耐震診断士を派遣しています。（４万４千円全額補助します。）

☆耐震補強設計費の一部を補助します
　町が実施する無料の耐震診断により、総合評点が 1.0 未満と診断された住宅
の補強設計費の一部を補助します。（限度額：13 万２千円）

☆耐震改修工事費の一部を補助します
　町が実施する無料の耐震診断により、総合評点が 1.0 未満と診断された住宅の耐震改修工事の一
部を補助します。（限度額：116 万 5 千円）

☆改修プランなどの提案を行います（無料）
　県が次の要件を満たす住宅に対して耐震の専門家を派遣します。
　対象…耐震診断結果で総合評点が 1.0 未満と診断された住宅の高齢者世帯（世帯主が 60 歳以　
　　　　上の世帯）、障がい者世帯（同居親族に障がい者の方がいる世帯）

☆今年度から非木造住宅の耐震診断、補強設計及び改修工事費についても補助の対象となりました。

災害への備え

　町では大規模災害に備え、災害対策本部の代替施設
である「ゆらこども園」（畑地内）の東側駐車場に新た
に耐震性の高い消防車庫及び防災倉庫を整備しました。

　この防災倉庫は、東南海・南海地震
などの有事に備えて、災害対策本
部設置時に必要な備品や非常食な
どの備蓄をするためのものです。

▲消防車庫及び防災倉庫外観

▼防災倉庫内

詳しいことについては、総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。
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１
～
３
」　　
　
　
　
　

小
西
紀
行　

小
学
館

※
こ
れ
ら
の
図
書
は
、
最
近
購
入
し
た
も
の
の
一
部
で
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

雨
雲
の
い
つ
し
か
晴
れ
て
春
が
す
む
岩
出
の
郷
に
歌
会
た
の
し
む

海
南
の
奥
ふ
か
き
里
紀
美
野
町
の
遊
園
地
へ
と
バ
ス
に
揺
れ
ゆ
く

関
空
の
飛
行
機
の
り
ば
往
き
来
す
る
モ
ノ
レ
ー
ル
カ
ー
の
ろ
の
ろ
動
く

関
空
に
並
ぶ
飛
行
機
見
て
思
ふ
今
ひ
と
た
び
の
客
と
な
り
た
し

紀
美
野
よ
り
生
石
を
見
れ
ば
山
な
み
は
日
に
明
る
み
て
新
緑
映
ゆ
る

を
ち
こ
ち
の
カ
ナ
メ
の
紅
き
若
葉
光て

る
紀
美
野
の
里
の
薄
ら
日
の
中

鏡
な
す
見
る
ほ
ど
飽
か
ぬ
み
ど
り
児
に
吾
が
訪
ひ
は
長
居
と
な
り
ぬ

蜜
蜂
は
れ
ん
げ
の
花
に
う
づ
も
り
て
明
日
は
れ
ん
げ
の
蜜
を
作
る
や

長
か
り
し
柑
橘
出
荷
終
り
た
り
生
き
こ
し
齢
の
重
さ
に
耐
へ
て

う
っ
す
ら
と
陽
の
差
す
紀
北
遊
園
地
に
友
ら
と
歌
会
一
日
楽
し
む

夜
半
目
ざ
め
歌
へ
の
思
ひ
め
ぐ
ら
す
に
窓
の
戸
た
た
く
春
の
嵐
が

老
人
会
の
春
の
旅
に
つ
れ
ら
れ
て
八
十
歳
の
歩
を
も
て
鞍
馬
寺
に
指
づ

治
療
費
を
支
払
ひ
呉
れ
る
約
成
る
も
果
た
さ
れ
ぬ
ま
ま
三
ヶ
月
過
ぐ

病
院
の
待
合
室
に
ふ
と
思
ふ
病
多
か
り
し
母
の
苦
し
み

芽
ぶ
く
木
々
を
車
窓
に
見
つ
つ
行
く
野
上
ふ
れ
あ
ひ
広
場
に
子
ら
は
毬
蹴
る

雨
明
け
を
オ
モ
ト
畑
を
手
入
れ
成
す
蛙
騒
が
し
す
が
た
見
せ
ぬ
に

野
仏
の
や
や
傾か

し

ぎ
た
る
ふ
く
よ
か
な
面
の
め
ぐ
り
シ
ャ
ガ
の
花
咲
く

暖
か
き
穀
雨
に
ぬ
る
る
庭
の
梅
青
葉
の
蔭
に
青
実
太
れ
る

小

川

竹

中

細

川

寺

井

中

家

二
本
松

山

下

大

西

浜

田

竹

中

小

川

中

家

山

下

大

西

寺

井

浜

田

二
本
松

細

川

 

由
良
短
歌
会　
五
月
詠
草　
　

玲

子

貞

子

ミ
チ
ヨ

冴

子

か
よ
子

せ
つ
子

清

美

克

恵

順

子

貞

子

玲

子

か
よ
子

清

美

克

恵

冴

子

順

子

せ
つ
子

ミ
チ
ヨ

衣
奈
会
館

・「
下
り
の
な
か
で
上
り
を
生
き
る
」　　
　
　

鎌
田
實　

ポ
プ
ラ
社

・「
面
倒
だ
か
ら
し
よ
う
」　　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
和
子　

幻
冬
舎

・「
紅
け
む
り
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
一
力　

双
葉
社
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「
目
立
つ
」

目
立
つ
の
も
陰
の
脇
役
い
る
か
ら
よ

背
が
高
く
ス
タ
イ
ル
良
く
て
笑
顔
有
り

地
味
な
が
ら
栄
え
て
る
村
ふ
る
里
は

人
前
で
元
気
に
歌
っ
て
目
立
ち
ま
す

無
い
こ
と
が
逆
に
目
立
っ
て
有
名
に

お
母
さ
ん
き
れ
い
に
目
立
つ
卒
業
式

芽
立
ち
待
つ
新
茶
の
香
り
和
む
会

世
話
ず
き
で
身
を
お
し
ま
ず
に
尽
く
す
人

瞳
が
き
れ
い
目
立
っ
て
い
ま
す
二
十
歳
の
娘

親
ゆ
ず
り
身
長
高
く
目
立
っ
て
る

目
立
つ
の
は
き
れ
い
な
所
に
ゴ
ミ
ひ
と
つ

目
立
つ
君
そ
の
存
在
に
寄
り
添
う
よ

遺
伝
子
か
親
父
と
同
じ
目
立
つ
ハ
ゲ

平
凡
で
笑
顔
ふ
り
ま
き
目
立
と
う
か

服
よ
り
も
見
馴
れ
た
顔
の
孫
目
立
つ

駐
車
場
目
立
つ
車
は
目
じ
る
し
だ

凡
人
も
分
相
応
に
目
立
ち
た
い

通
天
閣
が
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
見
上
げ
て
る

（
自
選
句
・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

号
砲
に
駆
け
出
す
子
等
や
山
若
葉

母
の
日
や
故
郷
の
飯
店
賑
は
へ
り

俯
瞰
す
る
彼
方
白
崎
花
み
か
ん

カ
ー
テ
ン
の
膨
ら
み
立
夏
な
る
香
り

雲
よ
り
も
上
に
身
を
置
き
夏
の
旅

左
脳
に
は
限
界
が
あ
り
青
嵐

子
ら
を
守
る
大
旋
回
の
海
猫
の
群
れ

木
も
草
も
は
げ
し
く
ゆ
れ
て
梅
雨
の
入
り

風
を
呑
み
鱗
光
ら
せ
鯉
幟

枝
蛙
雲
一
塊
が
雨
つ
つ
む

兄
の
忌
を
修
す
み
寺
の
藤
白
き

楠
若
葉
眩
し
古
木
の
香
を
放
つ

つ
ば
く
ら
め
放
牛
牧
を
移
り
け
る

信
号
を
渡
る
二
の
腕
夏
来
た
る

母
の
日
に
座
椅
子
送
る
と
い
ふ
電
話

揚
羽
蝶
水
吸
ふ
全
身
隙
だ
ら
け

豆
飯
や
夫
の
写
真
の
今
も
若
し

伊

藤

上

本

大

野

片

山

北

岡

小

谷

小

山

高

橋

竹

中

田

淵

奈

良

西

川

広

瀬

室

谷

山

下

柳

岡

吉

村

由
良
俳
句
教
室

川

柳

ゆ

ら

秀

一

郁

子

お
さ
む

綾

子

ゆ

み

か
お
り

ひ
と
み

義

巳

桃

代

佳

根

恵
美
子

初

枝

峰

雄

俊

次

治

子

百
合
江

美
恵
子

昭

子

義

巳

雅

竜

安

子

き
よ
み

マ
サ
子

進

美

小
夜
美

恭

子

豊

子

幸

代

文

香

充

明

美
智
子

清

美

き
よ
み

治

郎

克

己

服

部

高

橋

橋

本

山

崎

山

下

森坂

口

中

口

五

嶋

田

代

中

塚

中

﨑

井

上

礒

嵜

白

山

井

口

貴

志

谷

中
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国民年金の任意加入未納期間が受給資格期間に算入されます

【これまでは】
国民年金の任意加入被保険者（サラリーマンの妻や海外在住者などで本人の申出により加入をし

ていた方）が保険料を納付しなかった期間については未納期間とされ、年金を受け取るために必要
な期間（受給資格期間 25 年）に算入されませんでした。

【平成 26 年４月からは】
　任意加入未納期間は、合算対象期間※として受給資格期間に算入されます。
　（※合算対象期間は、年金の受取額には反映されません。）

詳しいことについては、住民福祉課（TEL ６５－０２０１）又は田辺年金事務所（ＴＥＬ
０７３９－２４－０４３２）までお問い合わせください。

保険料納付済期間
10年

保険料免除期間
10年

受給資格期間（25年）

受給資格期間に
算入される

受給資格期間に
算入されない

任意加入
未納期間５年

受給権なし
20年

保険料納付済期間
10年

保険料免除期間
10年

受給資格期間（25年）

任意加入
未納期間５年

受給権あり
25年

平成 26年度自衛官募集案内
募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（場所） 採用時期

自衛官候補生
男子

18 歳以上
27 歳未満の者

９月 30 日（火）
まで

９月 11 日・17 日・28 日（和歌山市）

平 成 27 年
３月下旬～
４月上旬

１０月 1 日（田辺市）
女子

８月１日（金）
～９月９日（火）

９月２5 日（和歌山市）

一般曹候補生
１次９月 19 日

（和歌山市・田辺市・串本町）

航空学生
高卒（見込含む）
21 歳未満の者

１次９月 23 日（和歌山市）

※応募資格欄中の年齢は、平成 27 年４月１日現在の年齢です。
◆説明会：日　時　平成 26 年７月 20 日（日）、21 日（月）　午前 10 時～午後３時
　　　　　場　所　自衛隊御坊地域事務所（来所された方から順番に約 30 分程度の個別説明）

防
衛
省

詳しいことについては、自衛隊御坊地域事務所（御坊市湯川町小松原４１０－１　ＴＥＬ
２３－００２０）又は総務政策課（ＴＥＬ６５－１８０１）までお問い合わせください。
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由良町 7 月カレンダー

　ごみ収集日１の地区…横浜・網代・衣奈・小引・戸津井・三尾川・糸谷・吹井・柳原・黒田
　ごみ収集日２の地区…里・南・阿戸・江ノ駒・門前・畑・中・大引・神谷
　※ごみは、収集日当日の午前２時までに所定の場所にお出しください。	 	
　詳しいことについては、役場（ＴＥＬ６５－０２００）までお問い合わせください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
6 月 29 日 6 月 30 日 １ ２ ３ ４ ５

・健康相談
（衣奈会館）
・エクササイズ教室
（中央公民館）

・育児相談
※子育て支援セン
ター（ゆらこども園）

・健康相談
（中央公民館）

･ 子ども会レクリ
エーション研修会

（白崎小学校体育館）

・総合健診　　　　　　
（白崎小学校）

可燃ごみ 1 可燃ごみ 2 プラスチックごみ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

６ ７ ８ ９ 10 11 12

・エクササイズ教室
（中央公民館）

･ 子ども会レクリ
エーション研修会

（由良小学校体育館）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 不燃ごみ 可燃ごみ 1 可燃ごみ 2

13 14 15 16 17 18 19

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・粗大ごみ（阿戸）
･ 子ども会アウト
ドア研修

（白崎青少年の家）

可燃ごみ１ 可燃ごみ２ 資源ごみ１ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

20 21 22 23 24 25 26

･ 子ども会アウト
ドア研修

（白崎青少年の家）

・エクササイズ教室
（中央公民館）

・４か月児、
10 か月児健診　　　　

（白崎会館）
･ 粗大ごみ

（三尾川）

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 資源ごみ 2 可燃ごみ１ 可燃ごみ２

27 28 29 30 31 8 月 1 日 8 月２日
・介護保険料第２
期分、後期保険料
第１期分納入期限
・１歳６か月児健
診（白崎会館）
・固定資産税 第２
期、国民健康保険　
第２期、納入期限

可燃ごみ 1 可燃ごみ２ 可燃ごみ１ 可燃ごみ２
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５月 25 日（日）に由良小学校、白崎小学校で運動会が行われました。
当日は晴天に恵まれ、プログラム通り進行されました。児童は日頃の練習の成果を十分に発揮し、

また、地域の人や保護者参加の競技も多く実施され、見学に訪れた家族などから大きな声援が送ら
れました。

由良小学校・白崎小学校運動会

６月１日（日）白崎海洋公園において、第 25 回 元気
ゆら！ふるさとフェスティバルが開催され、町内外から
約 4,000 人の来場者で賑わいました。

ステージでは、由良女性合唱団のコーラスによるオー
プニングから、由良町出身のシンガーソングライター藪
下将人さんと、よしもとクリエイティブ・エージェンシー
の合同企画により、和歌山県住みます芸人「わんだーら
んど」の漫才をはじめ、歌手「藪下将人」「ヤブシン（藪
下将人と藍田真一のユニット）」「田頭宜和」、ダンスボー
カルユニット「PLACE」、ヒューマンビートボクサー

「CHOKE　SP」のミニライブ、また、日高地方のゆるキャ
ラ達によるゲームコーナーなどが実施され、会場を大い
に盛り上げました。

また、ミニ商店街では、町の特産品となる海産物や農
作物や、オリジナルの食べ物が提供され、大好評でした。

フィナーレには、恒例の餅まきも行われました。

第 25 回 元気ゆら！  ふるさとフェスティバル

由良小学校

由良小学校白崎小学校

白崎小学校

餅まき

日高地方のゆるキャラ達

ミニ商店街

ミニライブ


